
一部改正　 平成18年4月4日

平成17年4月26日
平成18年1月26日

策定　
一部改正　

策定年度 平成１７年度

丸亀市地域水田農業推進協議会

目標年度 平成２５年度

丸亀市地域水田農業ビジョン

一部改正　 平成21年4月17日
一部改正　 平成20年4月28日
一部改正　 平成19年4月27日



別記　担い手リスト  

第４　担い手の明確化 4

(１) 担い手の基準 4

(２) 担い手リスト 4

第３　交付金の活用方法等ビジョン実現のための手段 4

(１)産地確立対策 4

(２) その他の事業の活用 4

① 作付目標 3

② 販売目標 3

(２) 担い手の育成に関する数値目標 4

(３) 担い手の状況と担い手育成の将来方向 2

第２　作物作付や販売、担い手及び土地利用集積等の具体的な目標 3

(１) 作物の作付及びその販売目標 3

－　　目　　次　　－

第１　地域水田農業の改革の基本的な方向 1

(１) 農業情勢 1

(２) 作物振興及び水田利用の将来方向 1



第１ 地域水田農業の改革の基本的な方向 

(１) 農業情勢 

本市農業は、総農家戸数 4,462 戸、水田本地面積 2,500ha、農業産出額 429 千万円（第 54 次香

川農林水産統計年報）となっており、農家 1 戸当たりの水田本地面積が約 56ａという規模の零細

性を農地の高度利用と労働集約的な経営で補い、米麦を基幹に野菜、果樹、花き、畜産などを組

み合わせた複合経営を特色としている。 

 

(２) 作物振興及び水田利用の将来方向 

①消費者・市場重視の“売れる米づくり”の推進 

・水稲 

当地域の水稲は、ヒノヒカリを中心に、コシヒカリ・はえぬき等の生産が行われている。 

全国的に米価が低迷し、生産調整実施等の影響もあることから、当地域においても、農業

生産額に占める水稲の割合は次第に低下しているものの、依然として農業の基幹作物となっ

ている。 

更に、米政策改革のもとでは、流通の多様化により、販売競争は一層激化している。 

このため、具体的な販売目標に基づき、需要の動向に対応した米の生産体制の確立するた

め、ＪＡ香川米等の“売れる米づくり”の徹底と、販売面での取組みの一層の強化により、

稲作農家の経営の安定を図るものとする。 

②麦・大豆の生産振興について 

・麦 

当地域では、「小麦」と「はだか麦」の生産が行なわれており、重要な生産振興作物として

位置づけられている。 

このため、担い手を中心に規模拡大の可能な地域において一層の作付推進に努め、実需者

のニーズに見合った生産と、品質の向上に向けた生産振興を図る。 

・大豆 

当地域の「黒大豆」については、大粒比率向上等の品質向上と共に、基本技術の励行によ

る安定生産を図る。 

③野菜・花きの生産振興について 

・野菜、花き 

当地域の野菜については、各地区の特徴を生かした「レタス」「アスパラガス」「たまねぎ」

「なす」「いちご」「なばな」「ねぎ」「にんにく」「ブロッコリー」「キャベツ」等いくつかの

産地が形成され、花きについても、「キク」の施設栽培を中心とした生産が行われている。 

今後、水稲・麦と組み合わせた水田の高度利用を推進するとともに、生産施設を利用した

集約型経営による効率的な経営の推進や、水田の機能を生かした生産性の高い産地づくりを

図る。併せて、担い手を中心とした露地野菜の生産を推進していく。 

④水田利用の将来方向 

水田は、食糧の安定供給という本来の役割に加え自然環境の保全など、多面的な機能を有し

ている。 

環境と調和のとれた、活力ある水田農業の維持発展を図るには、耕作放棄地の解消や、農地

の有効利用を図ることが重要である。 



このため、農業者個々による維持・管理を促しつつ、担い手農業者への農用地の利用集積や

集落営農への取組み等の推進や各作物の作付拡大に努め、水田の有効活用の推進を図る。 

 

(３) 担い手の状況と担い手育成の将来方向 

本市農業振興の核として、担い手育成を地域・集落単位等で取り組み、地域の特徴ある農業振

興が図られるよう支援している。 

本市の農業者は全市的に高齢化等の要因により、減少している状況である。 

このような中、当地域の農業を担う、次世代の担い手を育成するために、 

① 米麦等の土地利用型農業に取組む認定農業者や、本市の特性を生かした高付加価値型の水田

農業に取組む認定農業者等、意欲ある担い手の確保・育成を図る。 

認定農業者が、本市農業のリーダー的な役割を果たすよう、県農業改良普及センター、市農

業委員会、ＪＡ、市担い手育成総合支援協議会等と連携しながら、経営改善計画に応じた個別

指導を行い、生産性の向上、経営の複合化や高付加価値化、経営簿記等の効率化を図り、収益

性の高い水田農業経営の確立を推進する。 

② 丸亀市担い手育成総合支援協議会と連携し、特定農業団体等を支援する。 

③ 農業就業人口の過半数以上を占める女性は、農業経営における重要な担い手である。 

今後、家族協定制度の活用等により、女性がより主体的に農業経営及びこれに関連する活動

に参画するための環境整備を進める。 

④ 今後増加が見込まれる定年帰農者が、地域の担い手として農業に取り組み、生き生きと活躍

できる環境づくりを目指す。



第２ 作物作付けや販売、担い手及び土地利用集積等の具体的な目標 

（１） 作物の作付け及びその販売目標 

① 作付計画                    ( 単位：ha )    ② 販売計画                   

作物名 
品種名 現在の状況 

(２０年度) 

目標年度  
作物名 

品種名 現在の状況 
(２０年度) 

目標年度 

(野菜：種類) ２１年度 ２５年度  (野菜：種類) ２１年度 ２５年度 

水稲 ヒノヒカリ １,２５５ １,２６８ １,２６８  水稲 ヒノヒカリ ３,０１６ ３,０４８ ３,０４８ 

コシヒカリ １３８ １３９ １３９  コシヒカリ ３３２ ３３５ ３３５ 

はえぬき ７７ ７８ ７８  はえぬき １８５ １８７ １８７ 

その他 ４８ ４９ ４９  その他 １１４ １１５ １１５ 

計 １,５１８ １,５３４ １,５３４  単位：t 計 ３,６４７ ３,６８５ ３,６８５ 

麦 小麦 １４０ １２６ ２２６  麦 小麦 ５９１ ４８０ ８５０ 

はだか麦 １２２ １２７ ２２６  はだか麦 ５１４ ４６０ ８００ 

計 ２６２ ２５３ ４５２  単位：t 計 １,１０５ ９４０ １,６５０ 

大豆 黒大豆 ６ ７ ８  大豆 黒大豆 １１ １１ １２ 

計 ６ ７ ８  単位：t 計 １１ １１ １２ 

野菜 レタス ４１ ４２ ４３  野菜 レタス ８０１ ９２４ ９５０ 

アスパラガス １３ １３ １４  アスパラガス １２３ １３０ １４０ 

たまねぎ ８ ６ ７  たまねぎ ３５７ ２４０ ２８０ 

なす ２ ２ ３  なす １１３ １１５ １３５ 

いちご ８ ８ ９  いちご ２０５ ２４０ ２７０ 

なばな １１ １１ １３  なばな ８３ ９０ １０５ 

ねぎ ８ ８ ９ ねぎ １６０ １６５ １８０ 

にんにく ６ ６ ７ にんにく ５４ ５５ ６３ 

ブロッコリー ６ ７ ８ ブロッコリー ６６ ７７ ８８ 

キャベツ ２８ ２９ ３１ キャベツ １,１２０ １,１６０ １,２４０ 

計 １３１ １３２ １４４  単位：t 計 ３,０８２ ３,１９６ ３,４５１ 

花き キク ８ ８ ８  花き キク ２,４１０ ２,４００ ２,４００ 

計 ８ ８ ８  単位：千本 計 ２,４１０ ２,４００ ２,４００ 

※ 麦・たまねぎ・にんにくの面積は、当該年度産の作付面積 
※ 年度内に複数回作付する作物は、延べ作付面積 

  



（２）担い手（認定農業者）の育成に関する数値目標 

 
現状 

( 平成２０年度末 ) 

目標 

( 平成２１年度末 ) ( 平成２５年度末 ) 

担い手（認定農業者） ８１経営体 ８５経営体 ９０経営体 

◎ 担い手への農用地の利用集積に関する基本方針 

遊休農地の利活用や保全管理の適正化は、社会環境を維持する上からも重要であることに鑑

み、担い手リストを活用し、農地の流動化を推進することで農地の集積を促進する。 

    また、認定農業者において、平成２１年３月末時点での農家基本台帳における所有地及び借

入地の面積は２６８ｈａであり、平成２５年度末においての目標面積は２８０ｈａとする。 

 

第３ 交付金の活用方法等ビジョン実現のための手段 

(１) 産地確立対策 

需要の動向に対応した米の生産体制の確立を図りながら、水田農業の構造改革の推進や、水田

を活用した作物の産地確立を推進する。 

・ 麦は、水稲で使用する機械施設等を利用でき、生産コストの低減と、経営規模の拡大が可能

であり、地域での水田の活用と維持が比較的容易であるため、作付拡大や品質向上を推進し、

支援する。 

また、本市の中心的振興作物と位置付け、担い手育成とともに、産地確立対策として推進し、

支援する。 

・ 本市のレタス・アスパラガス・たまねぎ・なす・いちご・なばな・黒大豆・ねぎ・にんにく・

ブロッコリー・キャベツは、作付維持・拡大や品質向上を推進し、支援する。 

  ・ 米の生産調整の確実な実施のため、生産調整実施者に対して支援する。 

 

(２) その他の事業の活用 

国や県の補助事業などを積極的に取り入れ地域水田農業ビジョンの実現化を目指す。 

 

第４ 担い手の明確化 

(１) 担い手の基準 

担い手の基準については、以下のとおりとする。 

◎ 丸亀市認定農業者 （水田台帳登載農業者） 

◎ 営農集団 

 

(２) 担い手リスト 

別 記 
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